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こ
う
し
た
大
変
化
と
東
北
復

興
の
枠
組
み
と
が
直
接
関
係
し

て
く
る
と
考
え
る
人
は
少
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
変
化

を
突
き
詰
め
て
考
え
れ
ば
考
え

る
ほ
ど
、
東
北
は
真
剣
に
こ
の

状
況
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
当
新
聞
は
主
張
し
た
い
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
問
い
か
け
る
こ
と

　

い
ま
、
世
界
中
で
、
ロ
シ
ア

の
一
方
的
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
を
非
難
す
る
声
が
響
き
渡

っ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

予
想
以
上
の
反
撃
に
あ
わ
て
ふ

た
め
い
た
の
か
、
核
兵
器
使
用

を
匂
わ
せ
る
に
至
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
お
の
れ
か
ら
仕
掛

け
た
戦
争
が
う
ま
く
い
か
な
い

か
ら
と
、
相
手
の
戦
意
を
喪
失

さ
せ
る
た
め
の
単
な
る
脅
し
だ

と
思
い
た
か
っ
た
。
核
兵
器
は

使
用
し
て
は
な
ら
な
い
、
絶
対

に
踏
み
込
ん
で
は
な
ら
な
い
タ

ブ
ー
と
い
う
の
が
最
低
限
の
戦

争
ル
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
内
の
原
発
拠
点
に
攻
撃
ま

で
行
い
、
火
災
を
発
生
さ
せ
る

世
界
の
激
変
で
東
北
復

興
枠
組
も
変
化
不
可
避

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
こ

の
三
月
十
一
日
で
満
十
一
年
で

あ
る
。
他
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は

「
特
集
」
を
組
ん
で
報
道
す
る

が
、
大
震
災
発
生
以
来
の
例
年

の
イ
ベ
ン
ト
を
こ
な
す
か
の
よ

う
で
、
あ
ま
り
心
が
こ
も
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
当
新
聞
の
三

月
号
で
は
、
当
新
聞
し
か
書
か

な
い
、
当
新
聞
な
り
の
満
十
一

年
の
記
事
を
送
り
た
い
。

　

先
月
末
か
ら
世
界
の
状
況
は

一
変
し
た
。
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
こ
れ
か
ら
盛
り
上
が

ろ
う
と
の
矢
先
、
先
月
二
月

二
十
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
武
力
侵
攻
し
た
。

　

そ
れ
は
、
大
方
の
予
想
を
裏

切
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東
部
地

域
の
一
部
に
限
定
さ
れ
た
地
域

紛
争
の
域
を
飛
び
越
え
た
。
大

国
同
士
の
突
発
的
な
全
面
戦
争

が
勃
発
し
た
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
原
発
と
い
う
不
可

侵
域
に
ま
で
攻
撃
す
る
と
い
う

暴
挙
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

《東北脱原発・新エネルギー開発は東北再
興に寄与する新国土防衛産業になる》
ウクライナから学ぶ東北再興の電力産業施策

と
か
、
あ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
の
使
用
済
核
燃
料
冷
却
水

用
の
電
源
ま
で
切
っ
て
し
ま
う

と
か
、「
狂
人
」
と
し
か
思
え

な
い
行
為
に
及
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
で
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
域
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
、

果
て
は
世
界
ま
で
を
核
爆
発
の

危
険
に
晒
す
と
い
う
暴
挙
を
、

現
実
に
見
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
、
十
一
年
前
に
福

島
第
一
原
発
の
水
素
爆
発
と
そ

れ
以
降
の
放
射
能
汚
染
を
経
験

し
た
東
北
は
何
を
学
び
、
ど
う

行
動
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

放
棄
さ
れ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
を
抱
え
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
除
け
ば
、
世
界
中
で
一
番
に
、

こ
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
東
北

な
の
で
あ
る
。

原
発
は
最
大
の
攻
撃
目

標
に
な
る

　

日
本
は
、
広
島
と
長
崎
で
核

爆
弾
を
投
下
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
犠
牲
者
を
出
し
た
唯
一
の
国

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
痛
切
に
思
い
起
こ
さ
せ
た

ロ
シ
ア
の
原
発
攻
撃
だ
っ
た
。

宮城県生まれ、68 歳の新人
歴史映像作家兼プロデュー
サー。3作目の「古代製鉄の
埋もれた歴史を発掘した映
像」の【奪われた古代鉄王国】
の大崎上映会は延期。とは
いえ新型コロナ禍を乗り越
えて４作目制作に向けて奮
闘中。趣味は古代史・縄文
文化研究。埋もれた歴史を
発掘することと東北から日
本を変えることを標榜。

【当新聞発行責任者
兼編集長兼記者紹介】

【砂越　豊】

一般財団法人【日本原子力文化財団】の「2章 原子力開発と発電への利用　日本の原子力施設の状況」より
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新規制基準の適合性に係る審査
審査状況 設置許可日 稼働開始日

※新規制基準でのMOX許可取得

■日本の原子力施設（2020年11月6日現在）
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●商業用原子力発電所以外の主な原子力関連施設
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福島第二原子力発電所

福島第一原子力発電所
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（注）BWR：沸騰水型軽水炉、PWR：加圧水型軽水炉、ABWR：改良型沸騰水型軽水炉、APWR：改良型加圧水型軽水炉、GCR：ガス冷却炉 出典：（一社）日本原子力産業協会資料より作成 出典：（一社）日本原子力産業協会資料より作成
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川内原子力発電所

大間原子力発電所

東通原子力発電所
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２０１７．７．２７
２０１６．４．１３

２０２０．７．２９
２０１７．５．１７

２０２０．８．２６

２０１８．１１．７
２０１８．１．３１
２０１８．１．３１
２０１８．１０．１７
２０１７．１２．２０
２０１７．１１．１
２０２０．６．３

２０１８．８．２２
２０１７．４．５

２０１６．５．１１
２０１８．３．２８
２０１６．９．２１
２０１６．５．１１

２０１８.６.２８ 運転再開

２０１７.１２.５ 申請取り下げ
２０１８．１０．２６ 補正申請

２０４７年度廃止措置完了予定
２０１７.４.１２ 運転再開

２０１７.８.２９ 運転再開
２０１７.６.２１ 運転再開

新基準手続き（設置許可・事業許可など）
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　　〃 （３号）※

　　〃 （４号）※
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２０１２．４．１９
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１９９８．３．３１
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２０１８．５．２３
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２０１９．４．９

   廃止措置完了予定時期
２０５３年度廃止措置完了予定

冷温停止から

３０～４０年後、廃止措置完了予定

１～４号機廃炉の実機実証試験に活用

２０３０年度廃止措置完了予定
２０３９年度廃止措置完了予定

２０３６年度廃止措置完了予定

２０４５年度廃止措置完了予定

２０４８年度廃止措置完了予定

２０４５年度廃止措置完了予定
２０５６年度廃止措置完了予定
２０５９年度頃廃止措置完了予定
２０５４年度廃止措置完了予定
２０５４年度廃止措置完了予定

北海道電力（株）

東北電力（株）

東京電力ホールディングス（株）

北陸電力（株）

日本原子力発電（株）

中部電力（株）

関西電力（株）

中国電力（株）
四国電力（株）

九州電力（株）

電源開発（株）
東京電力ホールディングス（株）

中国電力（株）
東北電力（株）

日本原子力発電（株）

中国電力（株）

九州電力（株）

東北電力（株）

東京電力ホールディングス（株）

日本原子力発電（株）

中部電力（株）

関西電力（株）

中国電力（株）

四国電力（株）

九州電力（株）

⑮

⑯

運転終了日または廃止日

※1 2018.11.7に運転期間延長認可。
　   安全対策工事は、2022年12月完了予定。
※2 2016.11.16に運転期間延長認可。
　   安全対策工事は、2020年9月18日完了。
※3 2016.6.20に運転期間延長認可。
　   安全対策工事は、2020年9月18日完了。
※4 2016.6.20に運転期間延長認可。
　   安全対策工事は、2021年4月完了予定。

リサイクル燃料貯蔵（株）

日本原燃（株）

日本原子力発電（株）

日本原子力研究開発機構

原子燃料工業（株）
三菱原子燃料（株）

日本原子力研究開発機構

（株）グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン
日本原子力研究開発機構

近畿大学
原子燃料工業（株）

京都大学

リサイクル燃料備蓄センター （建設中）
再処理工場（建設中）
ウラン濃縮工場
MOX燃料工場 （建設中）
高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター
低レベル放射性廃棄物埋設センター
東海低レベル放射性廃棄物埋設事業所
研究用原子炉JRR-3
原子炉安全性研究炉NSRR
定常臨界実験装置STACY
廃棄物処理場(東海村)
東海事務所
東海工場
高温工学試験研究炉HTTR
材料試験炉JMTR
高速実験炉「常陽」
廃棄物管理施設（大洗町）
燃料体製造工場
高速増殖原型炉「もんじゅ」
原子炉
熊取事務所
KUR（京都大学研究用原子炉）
KUCA（京都大学臨界実験装置）

D

H

２０１４．１．１５
２０１４．１．７
２０１３．５．１４
２０１４．１．７
２０１４．１．７
２０１８．８．１
２０１５．７．１６
２０１４．９．２６
２０１５．３．３１
２０１５．３．３１
２０１５．２．６
２０１４．２．１４
２０１４．１．３１
２０１４．１１．２６
２０１５．３．２７
２０１７．３．３０
２０１４．２．７
２０１３．７．２４

２０１４．１０．２０
２０１４．４．１８

２０１４．９．３０

（2020年11月6日現在）

10

（2020年10月29日現在）

２０６４年度廃止措置完了予定

原
子
力
開
発
と
発
電
へ
の
利
用

２
章

27 28

日本の原子力施設の状況

日本には３３基の商業用原子力発電所があり、９基が運転中です（2020年11月6日現在）。
また、原子力関連施設は、新規制基準の審査を通過した四つの施設が運転中です（2020年10月29日現在）。
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そ
し
て
、
十
一
年
前
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
に
よ

り
核
燃
料
冷
却
装
置
が
破
壊
さ

れ
た
福
島
第
一
原
発
が
、
水
素

爆
発
を
起
こ
し
、
そ
れ
に
よ
り
、

甚
大
な
放
射
能
汚
染
も
経
験
し

た
。
そ
れ
は
い
ま
も
続
い
て
い

る
し
、
こ
れ
か
ら
何
十
年
も
続

く
。

　

こ
う
し
た
不
幸
な
経
験
と
痛

み
は
、
そ
の
後
、
世
界
中
で
共

有
さ
れ
、
核
兵
器
不
使
用
は
絶

対
タ
ブ
ー
の
は
ず
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
い
と
も
簡
単
に
破
ら
れ

た
。

　

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
可
能
性
を

考
え
る
と
、「
狂
人
」
の
よ
う

な
人
間
を
リ
ー
ダ
ー
に
い
た
だ

く
国
な
ら
ば
、
攻
撃
相
手
国
の

ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
に
注
目

　

最
後
に
、
新
た
な
発
電
手
法

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

そ
れ
は
ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
で

あ
る
。
し
か
も
、
最
新
の
ア
ン

モ
ニ
ア
発
電
で
は
、
窒
素
酸
化

物
を
排
出
せ
ず
、
環
境
負
荷
も

抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　

そ
の
う
え
、
石
炭
を
ガ
ス
化

し
て
燃
焼
さ
せ
る
既
存
の
設
備

を
改
修
す
れ
ば
、
設
置
コ
ス
ト

は
か
な
り
安
く
抑
え
ら
れ
る
と

の
こ
と
だ
。

　

さ
ら
に
良
い
こ
と
に
、
こ
の

設
備
の
商
品
化
に
成
功
す
れ
ば
、

石
炭
へ
の
依
存
率
が
高
い
ア
ジ

ア
へ
の
輸
出
で
大
き
な
産
業
に

育
成
す
る
こ
と
も
見
え
て
い
る
。

「
東
北
新
電
力
開
発
構
想
」

　

さ
ら
に
、
電
力
の
用
途
と
規

模
を
使
い
分
け
、
電
力
生
産
方

式
に
偏
り
を
な
く
し
、
脱
原
発

だ
け
で
な
く
、
化
石
燃
料
か
ら

の
脱
却
も
図
り
、
こ
れ
か
ら
の

電
力
生
産
多
様
化
の
時
代
を
東

北
が
率
先
開
拓
し
て
欲
し
い
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
を
ぜ
ひ
東

北
で
積
極
的
に
推
進
し
て
欲
し

い
。
そ
れ
は
真
の
東
北
復
興
で

あ
り
、
復
興
か
ら
再
興
へ
の
道

す
じ
で
も
あ
る
。

原
発
は
最
大
の
攻
撃
目
標
と
な

り
、
最
大
の
物
理
的
被
害
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
の

上
、
計
り
知
れ
な
い
精
神
的
シ

ョ
ッ
ク
も
与
え
て
、
二
度
と
再

起
出
来
な
い
大
打
撃
を
与
え
ら

れ
る
と
学
ん
だ
と
は
言
え
ま
い

か
？

原
子
力
専
門
家
の
見
立
て

　

こ
こ
で
、
原
子
力
問
題
の
素

人
の
筆
者
の
言
う
こ
と
が
妄
想

に
す
ぎ
な
い
と
疑
念
を
持
た
れ

る
方
々
も
た
く
さ
ん
い
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
、「
専
門
家
」

の
コ
メ
ン
ト
と
関
連
記
事
を
以

下
に
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

日
刊
ゲ
ン
ダ
イDIGITAL

3/13

配
信
記
事
か
ら
の
抜
粋

（
抜
粋
、
色
文
字
、
太
字
は
筆

者
責
任
）

「（
略
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の

悪
化
に
伴
い
、
天
然
ガ
ス
や
原

油
の
供
給
不
安
、
価
格
高
騰
が

長
期
化
す
る
懸
念
が
広
が
り
、

与
野
党
か
ら
「
原
発
再
稼
働
」

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る

の
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
ロ
シ

ア
軍
が
原
発
関
連
施
設
へ
の
攻

撃
を
繰
り
返
し
、
世
界
を
震
撼

さ
せ
て
い
る
。
目
を
向
け
る
べ

き
は
原
発
保
有
の
リ
ス
ク
の
方

だ
。

（
略
）」

「（
略
）
自
民
党
の
「
電
力
安

定
供
給
推
進
議
連
」
は
10
日
、

停
止
中
の
原
発
の
速
や
か
な
再

稼
働
を
求
め
る
決
議
を
採
択
。

日
本
維
新
の
会
や
国
民
民
主
党

も
再
稼
働
を
訴
え
て
い
る
。
萩

生
田
経
産
相
も
11
日
、「
国
も

前
面
に
立
ち
、
粘
り
強
く
取
り

組
む
」
と
前
の
め
り
。（
略
）

財
界
寄
り
の
連
中
は
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
に
、
動
き
を
強
め
て
い

る
が
、
原
発
を
保
有
す
る
リ
ス

ク
と
そ
の
恐
ろ
し
さ
に
直
面
し

て
い
る
の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
。

（
略
）」

「（
略
）
外
務
省
か
ら
委
託
さ

れ
た
日
本
国
際
問
題
研
究
所

が1984

年
2
月
に
「
原
子
炉

施
設
に
対
す
る
攻
撃
の
影
響
に

関
す
る
一
考
察
」
と
題
し
た
報

告
書
を
ま
と
め
て
い
る
。
報
告

書
に
は
こ
う
あ
る
。〈
主
要
電

源
施
設
を
攻
撃
し
破
壊
す
る
こ

と
は
、
そ
の
国
の
総
合
戦
力

を
低
下
せ
し
め
る
観
点
か
ら

十
分
予
想
さ
れ
る
〉 〈
単
に
発

電
能
力
阻
止
が
目
的
で
は
な

く
、
炉
内
の
大
量
の
放
射
性
物

質
の
放
散
に
よ
る
効
果
を
狙
っ

た
も
の
〉
被
害
の
試
算
は
衝
撃

的
だ
。
原
発
へ
の
軍
事
攻
撃
に

よ
り
、
シ
ナ
リ
オ
Ⅰ
「
補
助
電

源
喪
失
」、
Ⅱ
「
格
納
容
器
破

壊
」、
Ⅲ
「
原
子
炉
の
直
接
破

壊
」
を
想
定
。
最
も
大
き
な
被

害
が
生
じ
る
の
は
Ⅲ
だ
が
、
分

析
が
困
難
な
た
め
、
Ⅱ
の
場
合

の
被
害
を
推
定
し
て
い
る
。
緊

急
避
難
し
な
け
れ
ば
、
被
曝
後

2
カ
月
以
内
の
急
性
死
亡
は
最

大
1
万8000

人
、
急
性
障
害

は
最
大
4
万1000

人
に
上
る
。

農
作
物
な
ど
の
土
地
利
用
や
居

住
が
長
期
間
禁
止
さ
れ
る
の
は

最
大
54
マ
イ
ル
（
約
87
キ
ロ
）

に
及
ぶ
。（
略
）」

「（
略
）
元
原
子
力
プ
ラ
ン
ト

設
計
技
術
者
の
後
藤
政
志
氏

（
工
学
博
士
）
は
こ
う
言
う
。

「
核
兵
器
に
よ
る
攻
撃
よ
り
も
、

相
手
国
の
原
発
に
対
し
て
通
常

兵
器
で
攻
撃
す
る
方
が
、
ケ
タ

違
い
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ

ま
す
。
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
ロ

シ
ア
軍
は
そ
れ
を
実
践
し
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
原
発
事
故

と
武
力
攻
撃
は
質
が
違
い
ま
す
。

事
故
の
場
合
は
、
内
部
か
ら
ジ

ワ
ジ
ワ
と
壊
れ
て
い
き
ま
す
が
、

武
力
攻
撃
で
は
格
納
容
器
や
原

子
炉
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
狙
え

る
。
い
き
な
り
、
放
射
性
物
質

が
拡
散
す
る
危
険
が
あ
る
の
で

す
」 　

報
告
書
で
も
〈
軍
事
攻

撃
の
場
合
に
は
攻
撃
す
る
側
に

知
識
が
あ
れ
ば
、
相
当
の
確
か

ら
し
さ
で
苛
酷
な
事
態
を
引
き

起
こ
し
う
る
〉
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
。」

　

自
ら
は
核
兵
器
を
作
ら
ず
、

使
用
せ
ず
と
も
、
中
長
距
離
弾

道
ミ
サ
イ
ル
等
で
相
手
国
の
原

発
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
、
核
兵

器
を
使
用
す
る
の
と
同
様
の
軍

事
効
果
を
期
待
で
き
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　

端
的
に
い
え
ば
「
敵
国
と
み

な
し
た
国
の
原
発
は
、
攻
撃
す

る
側
に
お
あ
つ
ら
え
む
き
に
配

備
さ
れ
た
自
国
の
核
兵
器
に
切

り
替
わ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。

狭
い
国
土
に
多
数
の
原
発

を
持
つ
最
大
被
害
は
？

　

日
本
に
は
33
基
の
商
業
用
原

子
力
発
電
所
が
あ
り
、
9
基
が

運
転
中
で
あ
る
。（2020

年

11
月
6
日
現
在
）

　

前
述
の
「
被
曝
後
2
カ
月

以
内
の
急
性
死
亡
は
最
大

1
万8000

人
、
急
性
障
害
は

最
大
4
万1000

人
」
は
原
発

一
基
の
計
算
だ
ろ
う
か
ら
、
こ

の
33
倍
の
直
接
的
な
被
害
が
想

定
で
き
る
が
、
計
算
す
る
の
も

恐
ろ
し
い
。

　

そ
の
リ
ス
ク
を
承
知
で
、
原

発
再
稼
働
に
踏
み
切
ろ
う
と
い

う
の
は
、
暴
挙
中
の
暴
挙
で
あ

り
、
子
々
孫
々
に
背
負
え
な
い

ほ
ど
の
リ
ス
ク
を
残
す
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
か
。

　

そ
れ
を
財
界
、
与
野
党
政
治

家
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
が
絶
対

に
必
要
で
あ
り
、
止
め
さ
せ
る

こ
と
だ
。

脱
原
発
／
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
に
方
向
転
換
す
べ
し

　

国
土
の
狭
い
日
本
に
多
数
の

原
発
を
抱
え
る
こ
と
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
は
最
大
の
リ

ス
ク
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識

す
べ
き
で
あ
る
。

　

国
内
の
各
原
発
を
起
点
と
し

た
同
心
円
状
に
放
射
能
汚
染
エ

リ
ア
が
拡
大
し
て
い
く
と
き
、

い
っ
た
い
ど
こ
に
安
全
な
場
所

が
あ
る
と
い
う
の
か
？

　

非
常
に
不
安
定
な
時
代
に
突

入
し
た
世
界
、
常
識
の
通
じ
な

い
リ
ー
ダ
ー
の
国
々
が
多
数
存

在
す
る
世
界
、
平
和
な
ど
よ
り

自
国
の
利
益
を
優
先
す
る
国
々

が
増
え
た
世
界
を
見
る
に
つ
け
、

東
北
は
も
と
よ
り
、
日
本
は
出

来
得
る
限
り
早
急
に
原
発
を
廃

炉
に
し
て
、
核
燃
料
も
廃
棄
す

べ
き
で
あ
る
。

　

そ
う
し
な
い
と
、
万
が
一
、

攻
撃
さ
れ
た
場
合
、
核
燃
料
が

放
射
能
と
な
っ
て
狭
い
国
土
に

飛
散
す
る
地
獄
絵
図
が
展
開
す

る
の
は
確
実
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
リ
ス
ク
が
到
来
し

て
い
る
と
い
う
の
に
、
一
部
の

政
治
家
や
評
論
家
に
よ
る
核
兵

器
保
有
と
か
共
有
論
議
で
「
潜

在
敵
」
を
挑
発
し
て
ど
う
す
る

と
い
う
の
か
？

　

議
論
の
余
地
な
く
、
脱
原
発

と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
切
り

替
え
る
べ
き
で
あ
る
。

核
燃
料
や
化
石
燃
料
か

ら
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
一
挙

に
原
発
か
ら
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
図
り
、
そ
の
ま
ま

そ
の
勢
い
が
続
く
の
か
と
思
い

き
や
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
浸
透

を
阻
む
か
の
よ
う
に
、
時
の
政

府
は
電
力
買
取
価
格
を
引
き
下

げ
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
し
て
原
発
再
稼
働
論
議
が

く
す
ぶ
る
な
か
で
、
こ
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
、
化
石

燃
料
価
格
が
上
昇
し
た
が
、
そ

れ
を
言
い
訳
に
原
発
再
稼
働
と

は
理
屈
の
通
ら
な
い
話
だ
。

　

こ
こ
は
、
再
度
、
補
助
金
等

で
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
復
活
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

そ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
は
す
で

に
あ
る
し
、
原
発
再
稼
働
せ
ず

と
も
電
力
供
給
に
は
困
ら
な
い
。

　

他
に
も
小
型
水
力
発
電
や
海

の
波
を
活
用
し
た
発
電
も
あ
る
。

方
法
に
は
困
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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あ
れ
か
ら
一
一
年
で
あ
る
。

　

一
一
回
目
の
三
月
一
一
日
も
、

例
年
通
り
午
後
休
み
を
取
っ
て
、

若
林
区
役
所
か
ら
荒
浜
ま
で
、

あ
の
日
弟
が
通
っ
た
で
あ
ろ
う

道
を
辿
っ
て
み
た
。

　

今
年
の
三
月
一
一
日
は
あ
の

日
と
同
じ
金
曜
日
で
あ
る
。
金

曜
日
は
い
つ
も
お
昼
に
カ
レ
ー

を
食
べ
る
こ
と
に
し
て
い
る
の

で
、い
つ
も
の「
こ
ぐ
ま
食
堂
」

で
い
つ
も
通
り
カ
レ
ー
を
お
腹

い
っ
ぱ
い
い
た
だ
い
た
。
い
つ

も
の
よ
う
に
「
ま
た
来
ま
す
」

っ
て
言
っ
て
お
店
を
出
た
が
、

「
ま
た
来
れ
る
か
ど
う
か
な
ん

て
、
本
当
は
確
約
で
き
な
い
よ

な
」、
な
ど
と
考
え
る
の
も
今

日
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
る
。

　

毎
年
、
若
林
区
役
所
の
入
口

を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
献

花
場
が
設
け
ら
れ
て
き
た
が
、

一
〇
年
が
過
ぎ
た
か
ら
な
の
か
、

今
年
は
近
く
の
若
林
区
文
化
セ

ン
タ
ー
の
一
階
に
献
花
場
が
設

け
ら
れ
た
。
一
〇
年
過
ぎ
た
と

言
え
ば
、
今
年
は
追
悼
式
典
を

取
り
や
め
る
自
治
体
も
だ
い
ぶ

あ
っ
た
が
、
仙
台
市
で
は
昨
年

同
様
、
こ
の
若
林
区
文
化
セ
ン

タ
ー
の
二
階
を
会
場
に
追
悼
式

が
開
催
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
式
辞
な
ど
は
行

わ
ず
、
招
待
者
が
献
花
す
る
の

み
の
形
と
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
招
待
状
を
持
っ
て

な
い
人
は
一
階
で
献
花
、
招
待

状
を
持
っ
て
い
る
人
は
二
階
で

献
花
、
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ち

ら
も
や
る
こ
と
が
変
わ
ら
な
い

な
ら
一
緒
に
す
れ
ば
い
い
の
で

は
、
と
も
思
っ
た
が
、
こ
れ
は

こ
れ
で
混
雑
を
避
け
る
意
味
合

い
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

招
待
状
を
持
っ
て
な
い
私
は
一

階
で
献
花
し
た
。

　

若
林
区
役
所
が
建
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
か
つ
て
移
転
し
た
養

種
園
（
現
・
仙
台
市
農
業
園
芸

セ
ン
タ
ー
）
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
区
役
所
の
南
側
は
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
一
角
に
は
区
役
所
の
有
志

の
方
々
が
つ
く
っ
て
く
れ
た

「
三
・
一
一
不
忘（
わ
す
れ
じ
）

の
碑
」
が
あ
る
。
今
日
は
た
く

さ
ん
の
花
が
供
え
ら
れ
て
あ
っ

た
。

　

献
花
場
が
区
役
所
の
外
に
移

っ
た
の
で
、
区
役
所
に
入
っ
て

も
今
日
が
東
日
本
大
震
災
発
災

の
日
と
い
う
こ
と
を
思
わ
せ
る

も
の
は
一
見
何
も
な
い
。
た
だ
、

四
階
に
上
が
る
と
、
あ
ま
り
目

立
た
な
い
「
追
悼
（
献
花
）
会

場
」
が
あ
る
。
こ
こ
は
若
林
区

役
所
で
震
災
の
折
に
亡
く
な
っ

た
弟
と
も
う
一
人
の
職
員
の
た

め
の
献
花
場
で
あ
る
。
今
年
も

設
け
て
も
ら
え
た
の
は
あ
り
が

た
い
こ
と
で
あ
る
。

　

外
に
出
る
と
、
一
台
の
公
用

車
が
区
役
所
を
出
て
い
く
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
あ
の
日
、
弟
も
こ

う
し
て
出
て
い
っ
た
の
か
と
思

い
を
馳
せ
た
。

　

区
役
所
を
出
て
、
一
路
荒
浜

に
向
か
っ
た
。
毎
年
、
冷
た
い

西
風
が
吹
き
付
け
る
の
が
常
だ

っ
た
の
だ
が
、
今
年
は
東
風
だ

っ
た
。
冬
の
風
で
は
な
く
、
春

の
風
で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、

い
つ
も
よ
り
少
し
暖
か
い
気
が

し
た
。

　

の
ど
か
で
あ
る
。
何
事
も
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
や
、

あ
の
日
だ
っ
て
、
一
四
時
四
六

分
ま
で
は
何
の
変
哲
も
な
い
一

日
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
何
気
な

い
日
常
な
ん
て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
、
そ
れ
を
い
や
と
言
う

ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
が
あ

の
日
だ
っ
た
。

　

元
あ
っ
た
場
所
か
ら
二
キ
ロ

ほ
ど
内
陸
に
移
転
し
て
再
建
し

た
、
荒
浜
地
区
唯
一
の
お
寺
で

あ
る
浄
土
寺
で
は
、
今
年
も
慰

霊
法
要
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ

っ
た
。
元
の
場
所
に
あ
っ
た
弟

の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い
る
慰
霊

碑
も
、
こ
ち
ら
に
移
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
慰
霊
碑
の
前
で
慰
霊

法
要
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
っ

た
が
、
開
始
が
一
四
時
三
〇
分

と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
参
加

す
る
と
地
震
発
生
の
一
四
時

四
六
分
を
こ
こ
で
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
地
震
発
生
の
時
刻
は

海
岸
で
迎
え
た
か
っ
た
の
で
、

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
慰
霊

碑
に
手
を
合
わ
せ
て
浄
土
寺
を

出
た
。

　

昨
年
完
成
し
た
震
災
遺
構
荒

浜
小
学
校
の
南
側
の
「
避
難
の

丘
」
の
周
辺
も
だ
い
ぶ
整
備
さ

れ
、
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る

「
Ｊ
Ｒ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
仙
台

あ
ら
は
ま
」
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

震
災
に
よ
っ
て
荒
浜
地
区
は
災

害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
、
基

本
的
に
人
は
住
め
な
く
な
っ
た

が
、
違
う
形
で
人
が
集
う
場
所

に
な
る
べ
く
、
様
々
な
土
地
利

用
が
検
討
さ
れ
、
少
し
ず
つ
実

行
に
移
さ
れ
て
い
る
。

　

荒
浜
に
は
仙
台
市
で
唯
一
の

海
水
浴
場
で
あ
る
深
沼
海
水
浴

場
が
あ
っ
た
が
、
一
一
年
経
っ

た
今
も
再
開
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
深
沼
海
水
浴
場
の
近
く
に

あ
る
荒
浜
慈
聖
観
音
に
は
焼
香

場
が
設
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
て
い
た
。
た
ぶ
ん
、

こ
の
地
で
大
切
な
人
を
亡
く
し

た
人
た
ち
な
の
だ
ろ
う
。

　

防
潮
堤
に
上
っ
て
み
る
。
こ

こ
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
。

防
潮
堤
か
ら
眺
め
る
海
は
波
静

か
で
あ
る
。

　

一
四
時
四
六
分
、
海
に
向
か

っ
て
手
を
合
わ
せ
た
。

　

防
潮
堤
は
震
災
後
か
さ
上
げ

さ
れ
て
高
く
な
っ
た
と
は
言
え
、

高
さ
七
・
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

あ
の
日
こ
こ
を
襲
っ
た
津
波
は

高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て

い
た
の
で
、
あ
の
日
と
同
じ
津

波
が
来
た
ら
こ
の
防
潮
堤
は
や

す
や
す
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
絶

え
ず
逃
げ
る
意
識
を
持
っ
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

あ
の
日
の
津
波
で
、
沿
岸
の

松
林
の
松
は
ほ
と
ん
ど
が
倒
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
植
樹
さ
れ
た
松
は
す
く
す

く
と
育
っ
て
い
る
。
場
所
に
よ

っ
て
は
既
に
人
の
背
丈
よ
り
も

高
く
伸
び
て
い
る
。
わ
ず
か
に

残
っ
た
松
と
並
ぶ
よ
う
に
な
る

に
は
あ
と
ど
れ
く
ら
い
の
歳
月

が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。

　

震
災
遺
構
荒
浜
小
学
校
は
、

見
渡
す
限
り
の
平
地
で
あ
る
こ

の
地
域
で
唯
一
、
あ
の
日
地
域

の
人
が
津
波
か
ら
逃
れ
ら
れ
た

場
所
だ
っ
た
。
そ
の
周
辺
で
は

今
年
も
、「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
の
人
た
ち

が
今
年
も
、
一
四
時
四
六
分
が

過
ぎ
て
海
岸
か
ら
帰
途
に
就
く

人
に
風
船
を
配
っ
て
い
た
。
荒

浜
小
学
校
や
そ
の
近
く
の
七
郷

小
学
校
の
卒
業
生
が
中
心
と
な

っ
て
立
ち
上
が
っ
た
団
体
で
、

震
災
発
生
の
翌
年
か
ら
毎
年
こ

の
日
に
は
こ
こ
で
こ
の
風
船
リ

リ
ー
ス
な
ど
、
様
々
な
企
画
を

行
っ
て
い
る
。

　

一
五
時
一
五
分
に
今
年
も
た

く
さ
ん
の
風
船
が
空
に
舞
い
上

が
っ
た
。

　

こ
の
地
に
津
波
が
押
し
寄
せ

た
の
は
一
五
時
五
四
分
。

　

そ
の
時
刻
に
合
わ
せ
て
、
弟

が
見
つ
か
っ
た
南
長
沼
で
ま
た

手
を
合
わ
せ
た
。
北
に
帰
る
前

の
白
鳥
が
羽
を
休
め
て
い
た
。

　

そ
の
後
は
、
再
び
若
林
区
役

所
へ
。
あ
の
日
、
弟
が
辿
れ
な

か
っ
た
道
で
あ
る
。

　

仙
台
市
で
は
そ
の
後
、
津
波

避
難
の
呼
び
掛
け
に
ド
ロ
ー
ン

を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
準

備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
ス
ピ

ー
カ
ー
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン

が
飛
び
立
ち
、
あ
ら
か
じ
め
定

め
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
人
の
手
を

介
さ
ず
自
動
運
行
し
て
避
難
呼

び
掛
け
を
行
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
世
界
初
の
取
り
組
み
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
あ
の
日
の
よ
う
な
津

波
が
来
て
も
も
う
、
弟
の
よ
う

な
殉
職
者
を
出
さ
な
い
で
済
む

こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
そ
の
時

そ
の
場
に
い
る
人
が
避
難
し
て

く
れ
る
保
証
は
な
い
。
津
波
の

危
険
が
少
し
で
も
あ
る
時
は
す

ぐ
逃
げ
る
と
い
う
意
識
を
常
に

持
っ
て
い
ら
れ
る
た
め
の
取
り

組
み
も
併
せ
て
続
け
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

家
に
帰
る
途
中
、
ケ
ー
キ
を

買
っ
た
。
今
日
生
き
て
い
る
こ

と
の
お
祝
い
で
あ
る
。

　

お
祝
い
と
言
う
と
私
の
中
で

は
ホ
ー
ル
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

ケ
ー
キ
一
択
な
の
だ
が
、
た
い

て
い
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
は
要
予
約

で
、
突
然
行
っ
て
も
買
え
な
い
。

た
だ
、
長
町
駅
近
く
の
「
菓
子

工
房
セ
レ
ブ
レ
」
で
は
様
々
な

ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
が
予
約
な
し
で

も
買
え
る
の
で
あ
り
が
た
い
。

イ
メ
ー
ジ
通
り
の
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
ケ
ー
キ
を
ゲ
ッ
ト
で
き
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

「
今
日
生
き
て
て
お
め
で
と

う
」
と
書
い
て
も
ら
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
、
今
日
は

「
東
北
魂
ビ
ー
ル
」
を
開
栓
し

た
。
東
北
の
ビ
ー
ル
醸
造
所
の

心
意
気
が
生
ん
だ
ビ
ー
ル
で
あ

る
。

　

あ
の
日
受
け
た
支
援
に
対

し
て
美
味
し
い
ビ
ー
ル
を
造

っ
て
恩
返
し
し
よ
う
、
一
緒

に
研
鑽
し
て
も
っ
と
美
味
し
い

ビ
ー
ル
を
造
っ
て
自
分
た
ち
の

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、

二
〇
一
三
年
に
岩
手
・
一
関
市

の
い
わ
て
蔵
ビ
ー
ル
、
秋
田
市

の
秋
田
あ
く
ら
ビ
ー
ル
、
福
島

市
の
み
ち
の
く
福
島
路
ビ
ー
ル

の
三
社
が
集
ま
っ
て
共
同
で
ビ

ー
ル
を
醸
造
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
こ
れ
ま
で
に
一
五
回
様
々

な
ビ
ー
ル
を
造
っ
て
き
た
。
参

加
醸
造
所
数
も
年
々
増
え
て
き

た
が
、
こ
こ
二
年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
て
一
緒
に
ビ
ー
ル
を
造
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
ず
、
共
通
の

レ
シ
ピ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
醸
造
所

で
同
じ
ビ
ー
ル
を
造
っ
た
り
、

あ
る
お
題
が
出
さ
れ
て
そ
れ
に

合
う
ビ
ー
ル
を
造
っ
た
り
し
て

い
た
。

　

今
年
は
九
社
が
参
加
し
、
今

年
の
お
題
「
東
北
産
イ
ブ
キ
ホ

ッ
プ
と
ネ
ル
ソ
ン
ソ
ー
ビ
ン
を

使
用
し
た
ラ
ガ
ー
も
し
く
は
ケ

ル
シ
ュ
」
に
沿
っ
た
ビ
ー
ル
が

八
種
出
揃
っ
た
。
こ
う
し
て
東

北
の
美
味
し
い
ビ
ー
ル
を
今
年

も
飲
め
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い

限
り
で
あ
る
。

　

ツ
マ
ミ
は
今
年
も
小
さ
い
頃

弟
と
よ
く
一
緒
に
食
べ
た
ホ
テ

イ
の
や
き
と
り
缶
で
あ
る
。
ホ

テ
イ
は
静
岡
の
会
社
だ
が
、
こ

の
や
き
と
り
缶
は
宮
城
の
気
仙

沼
で
作
ら
れ
て
い
る
。

　

あ
れ
か
ら
一
一
年
で
あ
る
。

　

こ
の
と
こ
ろ
「
風
化
」
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
私
と
し
て
は
風
化
し
て

い
る
実
感
は
ま
だ
な
い
が
、
心

配
な
の
は
次
の
世
代
へ
の
伝
達

で
あ
る
。
あ
の
時
生
ま
れ
た
ば

か
り
だ
っ
た
子
が
今
は
一
一
歳

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
先

ど
ん
ど
ん
あ
の
震
災
を
知
ら
な

い
世
代
が
増
え
て
い
く
。

　

そ
う
し
た
震
災
を
知
ら
な
い

世
代
に
、
私
た
ち
が
遭
遇
し
た

あ
の
過
酷
な
体
験
を
い
か
に
当

事
者
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
伝
え
て
い
く
か
が
、
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
そ
れ
が
十
分
伝
え

ら
れ
な
か
っ
た
時
に
、
震
災
は

風
化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
私
は
こ

れ
か
ら
も
折
に
触
れ
て
震
災
の

話
を
し
っ
か
り
書
い
た
り
話
し

た
り
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

　

そ
の
意
味
で
は
仙
台
市
が
主

催
し
て
い
る
「
仙
台
防
災
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
と
て
も
よ
い

取
り
組
み
で
あ
る
と
思
う
。
震

災
後
に
始
ま
っ
て
今
回
で
八
回

目
。
毎
年
足
を
運
ん
で
い
る
が
、

防
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

い
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
向
け
に
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ー
な
ど
を
通
じ
て
楽
し
く
防

災
を
学
べ
る
企
画
も
多
く
、
有

意
義
で
あ
る
。

　

私
に
と
っ
て
今
回
は
、
東
北

大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の

東
日
本
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
海
溝
型
地
震
研

究
の
発
展
と
将
来
へ
の
備
え
」

の
中
の
松
澤
暢
氏
の
基
調
講
演

が
参
考
に
な
っ
た
。

　

以
下
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
。

・
余
震
活
動
は
継
続
し
て
お
り

数
十
年
に
亘
っ
て
続
く
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
中
で
は
ま
だ
起

き
て
い
な
い
最
大
Ｍ
八
ク
ラ
ス

の
余
震
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
。

・
今
回
の
震
源
域
に
隣
接
す
る

北
、
東
、
南
の
領
域
で
今
後
大

き
な
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
。

・
次
の
宮
城
県
沖
地
震
の
発
生

が
早
ま
り
、
前
の
地
震
か
ら

二
〇
年
以
内
に
起
こ
る
確
率
が

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
も
あ
る
。

・
震
災
後
始
ま
っ
た
東
北
の
太

平
洋
沿
岸
地
域
の
隆
起
は
今
後

少
な
く
て
も
一
〇
〇
年
は
続
く

と
見
て
い
る
。

・
東
北
北
部
と
北
海
道
に
は
概

ね
四
〇
〇
年
に
一
度
巨
大
な
津

波
が
押
し
寄
せ
た
証
拠
が
あ
る
。

前
回
か
ら
既
に
三
八
〇
年
が
経

過
し
て
お
り
、
差
し
迫
っ
た
危

機
。

　

も
し
次
の
宮
城
県
沖
地
震
が

前
の
地
震
か
ら
20
年
以
内
に
来

る
の
だ
と
す
る
と
、
あ
れ
か
ら

一
一
年
経
っ
て
る
の
で
あ
と
九

年
以
内
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
余

震
で
Ｍ
八
と
い
う
、
と
て
も
余

震
な
ど
と
言
え
な
い
よ
う
な
規

模
の
地
震
が
起
こ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

風
化
な
ど
と
言
っ
て
い
る
暇

は
な
い
。
一
一
年
前
の
あ
の
地

震
を
既
に
終
わ
っ
た
過
去
の
こ

と
と
捉
え
て
は
な
ら
ず
、
ま
た

あ
の
地
震
が
遠
ざ
か
る
ほ
ど
、

次
の
地
震
が
近
づ
い
て
き
て
い

る
も
の
と
考
え
て
、
ゆ
め
ゆ
め

油
断
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

執
筆
者
紹
介

大
友
浩
平

（
お
お
と
も
こ
う
へ
い
）

奥
州
仙
臺
の
住
人
。
普
段
は
出

版
社
に
勤
務
。
東
北
の
人
と
自

然
と
文
化
が
大
好
き
。
趣
味
は

自
転
車
と
歌
と
旅
。

「
東
北
ブ
ロ
グ
」

http://blog.livedoor.jp/
anagm

a5/

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://www.facebook.com
/

kouhei.ootom
o

二
〇
二
二
年
の
三
月
一
一
日
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東
北
の
、
長
い
冬
が
続
い
て

い
る
―
確
か
に
、
暦
で
は
三
月

と
な
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
既
に

海
を
見
に
ツ
ー
リ
ン
グ
行
っ
た

と
か
、
キ
ャ
ン
プ
し
た
と
か
の

写
真
を
載
せ
る
若
い
人
た
ち
の

姿
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ

西
日
本
や
せ
い
ぜ
い
東
海
地
方

の
事
で
、
こ
こ
東
北
や
北
海
道

で
は
三
月
は
ま
だ
春
が
少
し
混

じ
っ
て
く
る
程
度
の
れ
っ
き
と

し
た
冬
の
続
き
で
あ
る
し
、
四

月
だ
っ
て
ま
だ
ま
だ
寒
く
、
完

全
に
春
だ
と
言
え
る
に
は
、
正

直
五
月
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
。
さ
て
そ
の
よ
う
な
訳
で
延

べ
半
年
近
く
に
渡
る
当
地
の
寒

冷
期
に
お
い
て
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

使
用
者
に
は
ガ
ス
代
の
跳
ね
上

が
り
が
辛
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
方
で
夏
は
と
い
う
と
、
実

は
我
が
家
に
は
エ
ア
コ
ン
が
無

く
、
扇
風
機
だ
け
で
何
と
か
凌

い
で
き
た
の
だ
が
、
そ
の
為
夏

は
電
気
代
も
か
か
ら
ず
済
ん
で

き
た
。
関
東
以
西
で
は
も
は
や

扇
風
機
の
み
な
ど
と
い
う
状
況

は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
し
、
近

年
は
例
え
北
国
東
北
と
言
え
ど

も
エ
ア
コ
ン
が
常
識
化
し
つ
つ

あ
る
が
、
仙
台
で
は
ま
だ
工
夫

次
第
で
扇
風
機
の
み
で
も
快
適

な
夏
を
過
ご
せ
る
余
地
が
あ
り

家
に
エ
ア
コ
ン
は
無
い
、
と
い

う
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
て
見
る

と
、
日
本
は
四
季
が
あ
っ
て
良

い
、
な
ど
と
言
う
け
れ
ど
も
、

そ
の
実
は
冬
の
寒
さ
か
ら
も
夏

の
暑
さ
か
ら
も
極
力
逃
れ
よ
う

と
、
世
界
で
も
有
数
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
過
剰
消
費
大
国
と
な
っ
て

し
ま
い
久
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
在

の
先
進
国
と
呼
ば
れ
る
国
々
で

の
生
活
水
準
を
、
今
に
生
き
る

全
人
類
が
享
受
す
る
と
す
れ
ば

地
球
が
あ
と
三
、四
個
必
要
だ

と
も
言
わ
れ
て
い
る
事
を
鑑
み

れ
ば
、
日
本
人
の
現
状
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
ス
タ
イ
ル
は
世
界

基
準
と
も
、
未
来
モ
デ
ル
と
も

到
底
言
い
難
い
も
の
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
先
進
国
も
途
上

国
も
な
い
、
世
界
中
が
平
等
に

「
総
中
流
」
と
な
る
時
代
は
可

能
だ
ろ
う
か
？
そ
し
て
そ
の
時

の
総
中
流
と
は
ど
の
よ
う
な
生

活
ス
タ
イ
ル
の
事
を
言
う
の
だ

ろ
う
か
？

　

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
世

界
的
課
題
に
向
け
近
未
来
的
イ

メ
ー
ジ
を
展
開
さ
せ
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
筆
者
最
大
の
関
心

事
で
あ
る
東
北
の
未
来
像
へ
と

論
点
を
集
約
さ
せ
得
る
の
か
考

察
を
進
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　

＊

　

問
題
の
地
球
温
暖
化
自
体
が

も
は
や
止
め
ら
れ
ぬ
段
階
に
来

た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
事
は
既

に
書
く
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
「
第

５
次
評
価
報
告
書
」
を
も
と
に

し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
と
、
西
暦
二
一
〇
〇
年
に
は

東
京
は
日
中
四
〇
度
越
え
が
常

態
化
し
、
熱
中
症
に
よ
る
死
者

は
二
十
一
世
紀
初
頭
の
五
倍
に

達
す
る
、
と
い
う
（
む
し
ろ
も

っ
と
早
く
そ
う
な
っ
て
い
る
よ

う
な
気
も
す
る
が
・
・
）。

　

関
東
以
南
で
は
冬
で
も
気
温

が
十
五
度
を
下
回
ら
ず
、
熱
帯

性
の
蚊
な
ど
の
害
虫
が
繁
殖
、

デ
ン
グ
熱
や
マ
ラ
リ
ア
が
蔓
延

す
る
、
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
海
面
水
位
は
少
な
く
と

も
一
メ
ー
ト
ル
前
後
上
昇
し
て

お
り
、
頻
繁
に
発
生
す
る
巨
大

台
風
は
し
ば
し
ば
東
京
を
も
直

撃
し
て
江
東
区
・
墨
田
区
そ
し

て
千
代
田
区
を
水
没
さ
せ
る
。

　

夏
の
酷
暑
・
冬
の
極
寒
の
み

な
ら
ず
洪
水
と
渇
水
が
隣
り
合

わ
せ
に
起
き
る
「
気
象
の
極
端

現
象
」
は
常
態
化
し
、
か
つ
て

数
十
年
に
一
度
だ
っ
た
自
然
災

害
を
毎
年
の
よ
う
に
経
験
す
る

事
に
な
る
の
だ
（
と
い
う
か
、

既
に
そ
う
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
も
思
え
る
の
だ
が
・
・
）

　

無
論
、
避
け
ら
れ
ぬ
か
ら
と

い
っ
て
、
何
も
対
策
を
取
ら
ぬ

訳
に
は
い
く
ま
い
が
、
巷
に
よ

く
言
わ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
大
幅
削
減
の
為
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
シ
フ
ト
、
太
陽
光
・

風
力
・
地
熱
発
電
、
電
気
自
動

車
、
水
素
燃
料
な
ど
の
開
発
と

普
及
、
個
人
レ
ベ
ル
で
は
地
産

地
消
、
フ
ー
ド
ロ
ス
な
ど
考
え

ら
れ
る
事
は
多
く
あ
る
。
だ
が

一
つ
拙
稿
か
ら
の
重
要
な
提
案

と
し
て
、
熱
帯
性
の
虫
害
や
感

染
症
に
見
舞
わ
れ
る
西
日
本
、

そ
し
て
災
害
に
よ
り
水
没
の
危

機
に
常
時
曝
さ
れ
る
東
京
・
関

東
か
ら
の
避
難
経
路
と
し
て
、

東
北
や
北
海
道
が
準
備
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
申
し
上
げ
て
お

き
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
事
を
言
っ
て
、
さ
て

は
近
年
こ
れ
も
盛
ん
に
叫
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
、
若
者
の
流

出
が
止
ま
ら
ず
急
激
な
人
口
減

少
に
更
に
拍
車
の
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
東
北
へ
人
の
流
れ
を

ど
ん
な
形
で
も
呼
び
込
も
う
と

い
う
必
死
の
魂
胆
だ
な
？
と
見

る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
実
の
と

こ
ろ
そ
う
し
た
下
心
も
な
い
訳

で
は
な
い
。
し
か
し
、
正
直
な

話
、
魅
力
の
な
い
土
地
か
ら
若

者
が
離
れ
て
い
く
の
は
当
然
で

あ
り
、
い
っ
そ
の
事
こ
の
期
に

及
ん
で
本
気
の
改
革
の
兆
し
の

な
い
東
北
な
ど
か
ら
は
、
最
終

的
に
一
度
人
間
が
す
っ
か
り
い

く
な
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
、
と

す
ら
考
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

む
し
ろ
そ
の
先
に
、
一
体
ど
ん

な
風
景
が
こ
の
土
地
に
あ
る
の

か
、
見
て
み
た
い
も
の
だ
と
す

ら
思
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
前
に
、

下
心
を
込
め
て
の
せ
め
て
も
の

提
案
と
し
て
、
以
前
拙
稿
で
言

及
し
た
「
旅
学
」
を
再
び
掲
げ

て
み
た
い
の
で
あ
る
。
東
北
の

旅
行
ガ
イ
ド
ネ
タ
に
お
い
て
紹

介
し
た
民
俗
学
者
・
宮
本
常
一

が
提
唱
し
た
と
い
う
「
旅
学
」

（
む
し
ろ
こ
の
概
念
を
多
用
し

展
開
し
た
の
は
赤
坂
憲
雄
の
よ

う
に
思
え
る
が
）、
所
謂
「
観

光
学
」
と
は
対
立
す
る
一
方
で

「
東
北
学
」
と
は
む
し
ろ
伴
侶

的
な
親
近
感
を
持
ち
、「
観
光

学
」
の
よ
う
に
「
旅
行
」
と
日

常
を
切
り
離
す
事
な
く
、
移
動

行
為
そ
の
も
の
を
生
活
の
一
部

と
す
る
云
わ
ば
縄
文
的
人
生
観

に
裏
付
け
ら
れ
た
新
た
な
学
問

で
あ
る
と
書
い
た
の
だ
が
、
思

い
起
こ
せ
ば
、
か
つ
て
縄
文
時

代
、
列
島
の
人
口
は
東
北
か
ら

関
東
甲
信
越
に
か
け
て
集
中
し

こ
れ
が
後
の
気
候
変
動
に
よ
っ

て
西
国
へ
移
動
し
て
い
っ
た
経

緯
が
あ
っ
た
。
今
ま
た
不
可
避

の
気
候
変
動
の
時
代
が
来
て
、

頑
な
に
定
住
生
活
に
固
執
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費
し
続
け
る

道
は
果
た
し
て
理
に
適
っ
て
い

る
の
か
―
そ
う
問
い
か
け
て
み

た
い
の
で
あ
る
。

　

移
動
す
る
人
々
、
と
い
え
ば

無
論
人
類
の
歴
史
そ
の
も
の
が

ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
ユ
ー
ラ
シ

ア
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
ま

で
長
い
年
月
を
か
け
て
移
動
し

て
い
っ
た
事
に
始
ま
り
、
長
い

歴
史
を
通
じ
て
幾
多
の
民
族
移

動
を
繰
り
返
し
て
き
た
記
録
で

あ
る
事
は
、
あ
た
か
も
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
深
く
刻
印
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
が
、
一

方
で
現
在
に
至
る
ま
で
遊
牧
民

族
や
所
謂
ジ
プ
シ
ー
（
現
在
、

こ
れ
を
差
別
的
呼
称
と
し
て
、

民
族
の
自
称
で
あ
る
ロ
マ
と
い

う
呼
び
方
が
一
般
化
し
つ
つ
あ

る
）
の
存
在
も
ま
た
長
く
知
ら

れ
て
き
た
。
こ
れ
は
大
陸
特
有

の
文
化
か
と
思
っ
て
い
た
ら
そ

う
で
も
な
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ト
ラ
ベ

ラ
ー
と
い
う
広
義
的
に
ジ
プ
シ

ー
に
含
ま
れ
る
民
族
集
団
が
あ

る
。

　

そ
う
し
た
少
数
民
族
単
位
で

は
な
く
、
日
本
人
の
身
体
に
は

縄
文
時
代
以
来
の
住
所
を
一
箇

所
に
定
め
な
い
感
覚
が
眠
っ
て

い
て
、
再
び
そ
れ
が
目
覚
め
る

時
を
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
・
・
と
疑
っ
て
み
た
い
。

　

こ
こ
で
少
し
旅
そ
の
も
の
の

話
に
な
り
恐
縮
だ
が
、
私
自
身

が
三
十
代
前
半
の
頃
を
中
心
に

参
入
？
し
て
い
た
オ
ー
ト
バ
イ

や
自
転
車
で
長
期
の
旅
生
活
を

送
る
人
々
の
世
界
も
、
現
実
に

日
本
列
島
、
特
に
北
海
道
や
九

州
、
沖
縄
に
存
在
し
て
き
た
。

彼
ら
の
多
く
は
一
時
の
青
春
の

思
い
出
や
精
神
の
彷
徨
の
為
に

そ
こ
に
い
た
が
、
一
生
を
そ
の

よ
う
な
旅
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で

生
き
よ
う
と
考
え
て
い
た
者
も

い
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
か

つ
て
テ
ン
ト
は
貧
乏
旅
行
生
活

の
為
の
「
家
」
で
あ
っ
た
が
、

現
在
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
は
む

し
ろ
、
テ
ン
ト
を
贅
沢
品
に
変

え
、
旅
へ
の
憧
れ
を
よ
り
広
い

一
般
層
の
間
に
違
和
感
の
な
い

も
の
に
ま
で
引
き
上
げ
た
感
が

あ
る
。

　

つ
ま
り
今
ま
で
確
か
に
「
定

住
者
」
側
に
い
た
人
々
を
も
惹

き
つ
け
始
め
た
と
い
う
事
で
あ

る
が
、
そ
の
担
い
手
は
定
年
退

職
後
の
夫
婦
生
活
を
楽
し
も
う

と
す
る
シ
ニ
ア
世
代
の
み
な
ら

ず
、
若
い
夫
婦
な
ど
新
世
代
も

少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
テ
ン
ト

を
設
営
・
撤
収
す
る
手
間
は
取

ら
ず
ク
ル
マ
を
旅
生
活
の
拠
点

と
す
る
が
、
そ
れ
も
か
つ
て
長

期
旅
行
用
の
ク
ル
マ
と
し
て
認

知
さ
れ
た
大
型
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
で
は
な
く
、
よ
り
日
本

人
の
感
覚
に
合
っ
た
軽
ト
ラ
ッ

ク
や
バ
ン
を
改
装
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
一
台
の

ク
ル
マ
に
、
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ

レ
や
風
呂
に
至
る
ま
で
完
備
さ

れ
た
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
と
は

違
い
、
荷
台
に
快
適
な
休
息
・

就
寝
設
備
の
み
を
備
え
、
食
事

は
屋
外
キ
ャ
ン
プ
か
外
食
で
、

風
呂
は
地
域
の
銭
湯
施
設
で
と

低
コ
ス
ト
度
と
自
由
度
を
高
め

た
新
た
な
旅
生
活
ス
タ
イ
ル
を

提
唱
す
る
も
の
と
言
え
る
（
バ

ン
で
旅
生
活
す
る
人
々
は
バ
ン

ラ
イ
フ
ァ
ー
と
呼
ば
れ
る
）。

　

こ
れ
だ
け
で
も
、
従
来
の
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
は
敷
居
が

高
い
と
考
え
て
い
た
層
の
、
単

身
者
か
ら
二
人
連
れ
に
と
っ
て

は
か
な
り
気
軽
に
踏
み
込
め
る

感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
無
論
、
こ

れ
だ
け
で
は
飽
く
ま
で
特
殊
な

趣
味
の
夫
婦
か
、
所
謂
テ
レ
ワ

ー
ク
、
ど
こ
に
い
て
も
仕
事
が

で
き
る
単
身
者
向
け
の
話
と
捉

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
将
来
的

・
近
未
来
的
に
は
ク
ル
マ
で
の

移
動
生
活
以
上
に
、
少
な
く
と

も
自
然
災
害
や
虫
害
・
感
染
症

の
リ
ス
ク
が
高
い
夏
期
の
関
東

以
西
か
ら
集
団
的
に
多
く
の
世

帯
が
移
転
・
移
住
す
る
―
云
わ

ば
「
別
荘
制
」
が
導
入
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
な
い
テ
レ
ワ
ー
ク
の

困
難
な
企
業
含
め
各
職
場
ご
と

本
店
機
能
を
各
地
の
支
店
へ
一

時
移
転
さ
せ
、
季
節
に
よ
り
交

替
運
営
し
て
い
く
・
・
と
い
う

社
会
循
環
全
体
を
視
野
に
入
れ

た
措
置
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
、
と
思
う
。

　

と
は
言
え
、
や
は
り
こ
れ
は

絵
空
事
か
も
知
れ
な
い
。
実
際

の
東
京
は
、
か
つ
て
の
関
東
大

震
災
ど
こ
ろ
か
、
今
後
必
ず
来

る
と
言
わ
れ
る
首
都
直
下
型
地

震
に
見
舞
わ
れ
よ
う
と
も
即
復

興
を
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
と
目
さ

れ
て
お
り
、
例
え
旧
城
下
町
部

分
が
水
没
し
よ
う
と
例
え
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
限
界
を

迎
え
よ
う
と
、「
移
転
」
は
せ

い
ぜ
い
武
蔵
野
台
地
（
新
宿
以

西
）
に
留
め
、
若
者
を
全
国
か

ら
吸
い
寄
せ
る
力
が
衰
え
ぬ
限

り
、
首
都
機
能
も
人
・
物
・
金

も
他
所
に
譲
り
渡
す
事
な
く
、

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
食
い
尽

し
続
け
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

結
局
、
二
一
〇
〇
年
ど
こ
ろ

か
三
十
年
先
の
事
す
ら
も
ろ
く

に
予
測
で
き
な
い
事
は
、
九
〇

年
初
頭
に
現
在
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
普
及
、
少
子
高
齢
化
な
ど

誰
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
事

か
ら
も
明
ら
か
な
の
だ
が
、
も

し
か
す
る
と
、
現
在
東
北
に
つ

い
て
懸
念
さ
れ
て
い
る
人
口
激

減
の
問
題
す
ら
も
、
結
果
的
に

的
外
れ
だ
っ
た
、
と
い
う
事
に

な
る
よ
う
な
思
い
が
け
ぬ
解
決

が
成
さ
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い

―
そ
ん
な
風
に
も
、
思
え
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

さ
て
、
結
局
冒
頭
の
問
い
―

世
界
中
が
平
等
に
「
総
中
流
」

と
な
れ
る
時
代
は
来
る
の
か
？

　

や
は
り
こ
れ
も
、
あ
ま
り
に

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
話
で
、
予

測
は
つ
か
な
い
、
と
し
か
言
え

ま
い
。
し
か
し
自
ら
の
足
元
よ

り
人
間
の
生
き
様
に
疑
問
を
持

ち
、
小
さ
な
変
革
を
起
こ
す
と

こ
ろ
か
ら
、
目
指
す
べ
き
人
類

の
「
総
中
流
」
が
一
体
ど
ん
な

姿
の
も
の
な
の
か
、
明
ら
か
に

し
て
い
く
事
は
可
能
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
の
為
に
も
東
北

人
で
あ
る
私
は
「
旅
学
」
と
と

も
に
日
常
を
生
き
、
そ
し
て
新

た
な
人
間
の
生
き
方
を
探
し
求

め
て
、
い
ず
れ
ま
た
新
た
な
旅

に
出
る
事
だ
ろ
う
。

奥お
う

羽う

越え
つ

現げ
ん

像ぞ
う

氏
紹
介 

　

一
九
七
〇
年
山
形
県
鶴
岡

市
生
。
札
幌
、東
京
を
経
て
、

全
国
の
旅
の
末
、
仙
台
に
移

住
。ど
の
本
屋
に
入
っ
て
も
、

と
り
あ
え
ず
郷
土
本
の
棚
に

向
か
っ
て
立
ち
読
み
を
始
め

る
東
北
好
き
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
と
日
本
ジ
プ
シ
ー
化
が

変
え
る
か
も
知
れ
な
い
東
北
の
事

新たなライフスタイルと呼ばれる「バ
ンライフ」その海外の写真集（秋田書
店より）
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我が家上空のゴイサギ

冬のフヨウ 厳寒の景 雪にナツズイセンの芽

一皮むけたモクレン

雪と山の神

冬のヤドリギ

苔の花

シリーズ

遠野の自然
「遠野の啓蟄」

遠野 1000 景より

　

遠
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
季
節

を
感
じ
る
余
裕
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

十
一
年
前
の
東
日
本
大
震
災

発
生
直
後
の
被
災
地
も
そ
ん
な

余
裕
は
な
か
っ
た
。
み
ん
な
必

死
に
耐
え
て
い
た
の
だ
。

が
、
ま
る
で
季
節
の
移
り
変
わ

り
と
駆
け
引
き
を
し
て
い
る
よ

う
で
、
と
き
に
は
じ
れ
っ
た
い

と
も
思
う
。

　

し
か
し
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
静
か
に
眺
め
ら
れ
る
の
も

安
定
し
た
日
常
が
あ
っ
て
の
こ

と
だ
。

　

三
月
に
入
っ
て
た
ま
に
気
温

が
上
昇
す
る
と
い
よ
い
よ
春
か

と
期
待
す
る
。
そ
う
思
っ
て
安

心
す
る
と
、
ま
た
冬
に
逆
戻
り

す
る
。

　

こ
う
し
た
三
寒
四
温
を
繰
り

返
し
て
い
く
う
ち
に
本
格
的
な

春
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
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シリーズ　【東北の災害の歴史】　第8回
「少々ひねくれた列島の自然災害論」から引き出す災害回避策は、人口減少
策しかないのか？人は災害リスクより孤立を恐れる生物か？

ど
う
し
て
急
な
坂
道
の
あ

る
住
宅
地
に
住
む
の
か
？

　

災
害
ニ
ュ
ー
ス
に
接
す
る
た
び

に
と
て
も
不
思
議
に
思
う
こ
と
が

あ
る
。

　

そ
の
不
思
議
な
こ
と
の
な
か
で

も
一
番
初
め
に
思
う
の
は
、
大
雨

災
害
ニ
ュ
ー
ス
で
良
く
出
く
わ
す

災
害
現
場
で
あ
る
急
傾
斜
地
に
あ

る
住
宅
地
で
あ
る
。

　

ど
う
し
て
あ
ん
な
に
急
坂
が
た

く
さ
ん
あ
る
よ
う
な
場
所
に
住
む

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

筆
者
は
高
所
恐
怖
症
な
の
で
、

高
い
場
所
は
ど
う
し
て
も
行
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
場
合
を
除
き
、

そ
う
し
た
場
所
は
避
け
る
。
そ
れ

も
、
一
定
以
上
の
高
さ
は
絶
対
回

避
す
る
。
ま
し
て
や
、
常
時
そ
こ

で
過
ご
す
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
た

急
坂
の
あ
る
住
宅
地
は
、
も
と
も

と
丘
陵
と
ま
で
は
い
か
な
い
け
れ

ど
も
小
さ
な
丘
と
、
そ
こ
に
至
る

場
所
を
整
地
し
て
造
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
冷
静
に
考
え
れ

ば
、
も
と
も
と
災
害
リ
ス
ク
の
大

き
な
場
所
で
あ
る
。

　

大
雨
に
よ
る
水
害
も
当
然
予
想

さ
れ
る
し
、
さ
ら
に
は
高
い
場
所

の
土
砂
に
よ
る
土
砂
崩
れ
も
十
分

に
予
想
で
き
る
。

　

ま
た
住
宅
地
そ
の
も
の
が
流
さ

れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
そ
こ
に
住

も
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

大
河
川
そ
ば
の
低
地
に
暮

ら
す
の
も
な
ぜ
な
の
か
？

　

次
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
大
河

川
の
堤
防
の
す
ぐ
そ
ば
に
住
む
こ

と
の
不
思
議
さ
で
あ
る
。

　

特
に
曲
が
り
く
ね
っ
た
大
河
川

は
危
な
い
。

　

い
く
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
強
固

な
堤
防
を
作
っ
て
も
、
大
雨
で
増

水
し
た
河
川
の
水
は
、
そ
う
し
た

堤
防
を
軽
々
と
乗
り
越
え
て
い
く

で
あ
ろ
う
し
、
大
水
の
パ
ワ
ー
は

そ
う
し
た
堤
防
な
ど
い
と
も
簡
単

に
破
壊
す
る
さ
ま
を
た
び
た
び
見

せ
つ
け
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
れ
は
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
い

る
現
代
だ
け
で
な
く
、
つ
い
数
十

年
前
に
は
よ
く
見
聞
き
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る
の
に
、
そ
こ
に
暮
ら

し
続
け
る
と
い
う
の
は
不
思
議
で

あ
る
。　

山
が
背
後
に
迫
る
狭
い
場

所
に
住
む
の
も
ど
う
か
？

　

そ
れ
か
ら
、
海
に
近
い
場
所
だ

が
、
背
後
に
山
が
迫
る
狭
い
土
地

に
住
む
の
も
ど
う
な
ん
だ
ろ
う

か
？

　

山
か
ら
は
大
水
、
土
砂
、
海
か

ら
は
津
波
が
襲
っ
て
く
る
リ
ス
ク

だ
ら
け
の
土
地
に
、
漁
業
等
の
関

連
の
臨
時
居
住
な
ら
ま
だ
し
も
、

常
時
暮
ら
す
の
は
平
気
な
の
だ
ろ

う
か
？　

自
然
災
害
で
は
な
く
人

災
で
は
？

　

こ
の
よ
う
に
少
々
ひ
ね
く
れ
た

見
方
を
し
て
く
る
と
、
こ
こ
ま
で

挙
げ
た
災
害
は
、
必
ず
し
も
純
然

た
る
自
然
災
害
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。

　

ま
ず
は
、
そ
う
し
た
場
所
に
、

住
ん
で
も
問
題
な
い
と
の
「
お
墨

付
き
」
を
与
え
た
行
政
。

　

そ
の
「
お
墨
付
き
」
を
信
じ
て

住
居
を
決
め
た
住
民
の
選
択
。
あ

る
い
は
、
多
少
は
心
配
だ
っ
た
が
、

自
分
の
生
存
中
は
災
害
に
は
遭
わ

な
い
と
の
根
拠
の
な
い
自
信
か
ら

の
住
民
の
選
択
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
、
天
気
予

報
や
災
害
予
報
が
タ
イ
ム
リ
ー

に
出
て
来
な
か
っ
た
状
況
が
あ

り
、
そ
う
し
た
予
報
が
出
る
も

の
を
思
い
込
ん
で
、
自
ら
は
避

難
の
決
断
を
下
さ
な
か
っ
た
人

任
せ
の
姿
勢
な
ど
な
ど
。

　

こ
う
し
て
並
べ
て
み
る
と
、

や
は
り
自
然
災
害
と
い
う
よ
り

は
、
人
災
部
分
が
よ
り
大
き
な

比
重
を
占
め
て
く
る
よ
う
に
思

え
て
く
る
。

ど
う
し
て
危
険
な
と
こ
ろ

に
住
み
た
が
る
の
か
？

　

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、

人
は
ど
う
し
て
危
険
な
と
こ
ろ

に
住
み
た
が
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

そ
う
し
た
リ
ス
ク
あ
る
場
所

の
住
居
が
比
較
的
安
価
だ
か
ら

で
あ
ろ
う
か
？

　

安
価
で
あ
る
対
価
が
、「
自

然
災
害
リ
ス
ク
」
で
、
万
が
一

の
場
合
は
生
命
ま
で
脅
か
す
と

は
、
割
が
合
わ
な
い
ギ
ャ
ン
ブ

ル
の
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
あ

る
。

　

大
雨
が
降
る
た
び
、
坂
道
の

多
い
場
所
で
の
水
害
、
土
砂
崩

れ
、
そ
し
て
大
河
川
の
氾
濫
な

ど
、
ニ
ュ
ー
ス
に
事
欠
か
な
い

の
に
、
そ
う
し
た
危
険
な
場
所

を
引
き
は
ら
お
う
と
い
う
動
き

は
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
。

人
口
増
が
原
因
な
の
だ

ろ
う
か
？

　

日
本
は
も
と
も
と
山
間
部
が

多
く
、
平
地
は
少
な
い
場
所
で

あ
る
。
そ
の
少
な
い
平
地
で
、

災
害
リ
ス
ク
の
小
さ
な
場
所
に

は
す
で
に
人
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

し
か
も
競
争
率
が
高
い
か
ら
、

値
段
も
高
い
。

　

よ
り
安
価
な
場
所
を
求
め
て
、

急
坂
が
た
く
さ
ん
あ
る
場
所
に

住
ん
だ
り
、
大
河
川
の
す
ぐ
そ

ば
に
住
ん
だ
り
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
？

　

こ
の
説
は
も
っ
と
も
ら
し
く

聞
こ
え
る
が
、
ひ
ね
く
れ
た
視

点
か
ら
見
た
ら
、
単
純
に
そ
う

と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

リ
ス
ク
小
さ
い
が
さ
び
し

い
場
所
に
住
み
た
く
な
い

　

周
囲
に
は
丘
も
な
い
ま
っ
平

の
土
地
、
大
河
川
も
な
い
場
所

な
ら
、
た
と
え
さ
び
れ
た
場
所

だ
と
し
て
も
、
そ
こ
に
人
は
住

む
だ
ろ
う
か
？
周
囲
に
人
も
ま

ば
ら
な
土
地
に
人
は
住
む
だ
ろ

う
か
？

　

そ
こ
に
は
な
か
な
か
住
も
う

と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う
。

　

や
は
り
、
人
間
は
集
ま
っ
て

住
み
た
が
る
生
物
な
の
だ
。

　

孤
立
し
て
生
き
る
の
は
よ
ほ

ど
の
変
わ
り
者
と
さ
れ
る
の
が

お
ち
な
の
だ
。

　

だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
強
引
に

結
論
を
引
き
出
す
と
す
る
と
、

ま
ず
、
人
は
集
団
で
暮
ら
し
た

い
、
孤
立
し
て
は
暮
ら
し
た
く

な
い
、
災
害
リ
ス
ク
よ
り
も
孤

立
す
る
の
が
嫌
な
の
だ
。

　

だ
か
ら
、
傾
斜
地
や
大
河
川

の
そ
ば
に
住
む
の
だ
。

　

と
は
い
え
、
限
度
以
上
の
人

口
増
は
、「
安
全
地
帯
」
か
ら

人
々
を
徐
々
に
危
険
地
に
追
い

や
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
人
口

増
加
が
「
自
然
災
害
」
の
原
因

と
決
め
つ
け
て
よ
い
だ
ろ
う

か
？

日
本
の
人
口
急
増
は
明

治
以
降

　

人
口
増
加
が
、い
わ
ゆ
る「
自

然
災
害
」
発
生
の
原
因
、
あ
る

い
は
遠
因
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

少
し
長
期
的
視
野
で
日
本
の
人

口
の
推
移
を
見
て
み
よ
う
。

　

下
の
グ
ラ
フ
を
見
れ
ば
す
ぐ

分
か
る
よ
う
に
、
人
口
が
率
と

量
か
ら
し
て
も
、
急
増
し
た
の

は
明
治
時
代
で
あ
る
。

　

理
由
と
し
て
考
え
得
る
こ
と

は
、
明
治
の
富
国
強
兵
策
で
は

な
い
か
。

　
「
産
め
よ
、
増
や
せ
よ
」
と

の
国
の
号
令
の
も
と
で
、
国
民

全
体
が
「
人
口
増
」
に
励
ん
だ

結
果
が
、
あ
の
グ
ラ
フ
の
急
上

昇
カ
ー
ブ
で
あ
る
と
推
論
で
き

る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
す
ご
い
上

昇
カ
ー
ブ
で
あ
る
。
第
二
次
世

界
大
戦
敗
戦
時
点
の
人
口
ま
で

二
倍
以
上
の
増
加
で
あ
り
、
異

常
な
増
加
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
現
在
の
「
自
然
災

害
」
な
ら
ぬ
「
人
災
」
の
遠
因

な
の
で
あ
ろ
う
か
？

　

さ
ら
に
、
こ
れ
は
「
自
然
災

害
」
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
産
ん
だ
、
急
激
な
人

口
増
加
な
の
で
あ
る
。

　

な
ら
ば
、
い
っ
そ
の
こ
と
人

口
減
少
策
に
転
じ
る
と
い
う
の

も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

日本の人口推移表（国土交通省作成）・・・日本の人口急増は明治の富国強兵策が主たる原因か？



2022 年（令和 4 年）3 月 16 日（水曜日）　　第 118 号　http://tohoku-saiko.jp/

【東北再興】掲載の記事・写真・図表などの無断転載を禁止します。Copyright YUMUYU INC. All rights reserved.

【伝えなければならない大震災】
写真撮影　尾崎匠

写真でお伝えする　東北の風景 


